
で
は
、
自
動
化
技
術
と
一
部
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
環
境

管
理
を
さ
れ
た
ハ
ウ
ス
内
で
、
イ
チ
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
ト
マ
ト
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
ト
マ
ト
は
水

と
養
分
の
み
を
通
し
て
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
通
さ
な

い
特
殊
な
フ
ィ
ル
ム
上
に
植
え
ら
れ
、
葉
の
し
お
れ

の
様
子
を
捉
え
た
画
像
診
断
を
も
と
に
自
動
で
給
水

さ
れ
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
エ
リ
ア
で
は
、
農
薬
散
布
を
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
り
自
動
化
し
、
効
率
的
・
安
定
的
な
農
業
生
産
を

行
う
た
め
の
技
術
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に

も
、
同
施
設
で
は
農
業
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

ー
ム
を
通
じ
て
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
体
験
を
通
じ
て
食
と
農

業
の
つ
な
が
り
や
作
り
手
・
売
り
手
・
買
い
手
の
適

切
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
さ
ら
に
最
先
端
ア
グ
リ
テ

ッ
ク
の
活
用
事
例
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

来
訪
者
に
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
取
り
巻
く
課
題
や
そ

の
対
応
策
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
よ
う
促
し
て
い

る
。竹

中
工
務
店
北
海
道
地
区

Ｆ
Ｍ
セ
ン
タ
ー

翌
２
日
に
訪
問
し
た
竹
中
工
務
店
北
海
道
支
店
で

は
、
藤
田
純
也
同
支
店
専
門
役
か
ら
、
森
林
資
源
と

地
域
経
済
の
持
続
可
能
な
好
循
環
を
生
み
出
す
た
め

み
を
国
内
外
に
向
け
て
積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
３
年
８
月
１
日
か
ら

３
日
に
か
け
て
、
小
坂
達
朗
委
員
長
を
団
長
と
す
る

総
勢
15
人
の
視
察
団
を
北
海
道
に
派
遣
し
た
。
政
府

か
ら
認
定
を
受
け
た
地
域
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

あ
る
北
海
道
プ
ラ
イ
ム
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連

施
設
を
視
察
し
、
グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ（
食
糧
・
植
物

分
野
）の
中
で
も
一
次
産
業
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
最
新
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
関
係
者

と
意
見
交
換
す
る
機
会
を
得
た
。
本
稿
で
は
、
訪
問

順
に
視
察
の
模
様
を
紹
介
す
る
。

K
U
B
O
TA
A
G
R
IFR

O
N
T

視
察
初
日
の
８
月
1
日
に
訪
問
し
た
農
業
学
習
施

設K
U
BO
T
A
A
GRI

FRO
N
T

で
は
、
ク
ボ
タ
の

安
部
昌
彦
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
、

２
０
２
３
年
春
に
開
設
さ
れ
た
同
施
設
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
聞
い
た
。
世
界
の
人
口
増
加
や
環
境
問

題
、
食
糧
不
足
と
フ
ー
ド
ロ
ス
、
ま
た
国
内
就
農
人

口
の
減
少
な
ど
、
食
と
農
業
を
取
り
巻
く
課
題
は
複

雑
さ
、
重
大
さ
を
増
し
て
い
る
。
同
施
設
で
は
、
人

が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
食

と
農
業
の
魅
力
や
可
能
性
を
共
に
学
び
、
未
来
に
向

け
て
考
え
る
場
を
提
供
し
て
い
る
。
最
新
農
業
技
術

（
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
）を
体
感
で
き
る
屋
内
栽
培
エ
リ
ア

グリーンバイオ／スマート農業の
最前線から食と農業の課題を探る
─北海道プライムバイオコミュニティ視察

報
告

経
団
連
の
バ
イ
オ
エ
コ
ノ

ミ
ー
委
員
会（
小
坂
達
朗
委

員
長
、
岩
田
圭
一
委
員
長
）

で
は
、
世
界
最
先
端
の
バ
イ

オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
確
立
に
向

け
て
、
提
言
「
バ
イ
オ
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｂ
Ｘ
）戦
略
」（
２
０
２
３

年
３
月
公
表
）で
掲
げ
た
五

つ
の
戦
略（
①
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
②
経
済
安
全
保

障
の
確
保
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ル
ー
ル
形
成
、
④
司
令
塔

に
よ
る
政
策
の
一
元
化
、
⑤

国
民
理
解
の
醸
成
）の
実
現

を
、
政
府
、
大
学
、
関
係
業

界
、
有
識
者
等
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

活
動
の
柱
と
し
て
、
エ
コ
シ

ス
テ
ム
を
構
成
す
る
関
係
者

と
の
意
見
交
換
や
働
き
か
け

を
継
続
す
る
ほ
か
、
国
内
外

の
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

視
察
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等

を
行
い
、
そ
う
し
た
取
り
組
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松野哲岩見沢市長

野口伸北海道大学大学院農学研究院長・教授（右奥）

自
立
型
ナ
ノ
グ
リ
ッ
ド

岩
見
沢
市
で
は
、
同
市
に
お
け
る
自
立
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム（
ナ
ノ
グ
リ
ッ
ド
）を
視
察
し
、
そ
れ

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
に
関
し
て
、

松
野
哲
市
長
と
日
立
製
作
所
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
の

山
田
真
治
日
立
北
大
ラ
ボ
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

北
海
道
で
は
農
業
就
労
人
口
の
減
少
や
消
費
志
向
の

変
化
等
の
影
響
で
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
持
続
性

確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
同
市
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
市
内
の
温
泉
か
ら

出
る
メ
タ
ン
ガ
ス
と
軽
油
や
バ
イ
オ
燃
料
を
混
合
し

た
マ
ル
チ
燃
料
エ
ン
ジ
ン
、
な
ら
び
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
か
ら
得
ら
れ
た
電
力
を
、
農
薬
散
布
用
自
動
ド
ロ

ー
ン
等
に
活
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

２
０
２
３
年
11
月
を
め
ど
に
ナ
ノ
グ
リ
ッ
ド
で
発
電

さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
バ
ッ
テ
リ
ー
に
蓄
電
し
、
農

繁
期
に
は
農
作
業
の
電
動
作
業
機
械
に
電
力
を
供
給

し
、
農
閑
期
に
は
地
域
内
の
Ｅ
Ｖ
車
充
電
拠
点
と
し

て
使
用
す
る
社
会
実
装
を
進
め
る
。
ま
た
、
災
害
対

策
と
し
て
、
自
立
型
ナ
ノ
グ
リ
ッ
ド
か
ら
Ｅ
Ｖ
車
で

電
力
の
共
有
が
可
能
な
地
域
の
各
避
難
所
の
電
力
割

合
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

最
終
日
の
3
日
に
は
、
北
海
道
大
学
を
訪
問
し
、

ま
ず
、
同
大
学
大
学
院
の
野
口
伸
農
学
研
究
院
長
・

教
授
か
ら
、
８
月
31
日
に
開
所
式
を
迎
え
る
ス
マ
ー

ト
農
業
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
衛
星
デ
ー
タ
や

の
同
社
の
「
森
林
グ
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
Ⓡ
」
の
取
り

組
み
や
、
木
造
建
築
で
中
高
層
ビ
ル
を
建
て
る
た
め

の
様
々
な
技
術
開
発
の
状
況
、
ま
ち
と
森
が
活
か
し

合
う
社
会
を
広
め
る
「
キ
ノ
マ
チ
ウ
ェ
ブ
」
の
活
動

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
木
造
住
宅
は
製
造
時
の

炭
素
放
出
量
が
鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
約
３
分
の
1
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
住
宅
の
約
４
分
の
１
で
あ
り
、

炭
素
貯
蔵
量
は
鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ
お
よ
び
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
住
宅
の
約
４
倍
と
な
る
。
道
産
木
材
の
み
を

利
用
し
た
同
社
の
北
海
道
地
区
Ｆ
Ｍ（
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）セ
ン
タ
ー（

注
）の
建
物
も
、
木
造
と

す
る
こ
と
で
、
軀く

体た
い

だ
け
で
鉄
骨
造
に
比
べ
約
70
％

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
達
成
で
き
て
お
り
、
脱
炭
素
化
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
耐
火
性
能
や
架
構
形
式
を

工
夫
す
る
こ
と
で
、
北
海
道
ば
か
り
で
な
く
全
国
各

地
で
、
公
共
建
築
物
や
民
間
事
業
所
な
ど
非
住
宅
部

門
の
木
造
化
・
木
質
化
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

（注）北海道地区ＦＭセンター：顧客の事業展開・施設運用などファシリティマネジメン
トの視点からの企画からアフターサービスに至る支援業務を行う北海道支店の中核拠点
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リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
用
い
て

フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
で
観
測
・
収
集
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

デ
ー
タ
を
、
サ
イ
バ
ー
空
間
で
通
信
・
蓄
積
・
分
析

し
、
生
産
者
に
共
有
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
。

実
際
に
、
北
海
道
大
学
内
の
同
セ
ン
タ
ー
の
拠
点

か
ら
は
、
同
大
学
構
内
や
岩
見
沢
市
ほ
か
の
遠
隔
農

地
に
あ
る
農
業
機
械
を
リ
モ
ー
ト
で
操
作
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
農
作
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
よ
る
省
力
化
、

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
熟
練
技
術
の
体
得
も
あ
わ
せ

て
進
め
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
農
業
の
新
し
い
形
と

し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
日
本
モ
デ
ル
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。

北
海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

続
い
て
、
２
０
２
２
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
北
海

道
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
の
曾
根
輝
雄

教
授
か
ら
聞
い
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
２
３

年
秋
に
も
セ
ン
タ
ー
棟
が
竣
工
し
、
大
学
院
生
向
け

ワ
イ
ン
講
座
を
通
じ
た
人
材
育
成
や
、
ワ
イ
ン
農
家

が
使
用
で
き
る
分
析
機
の
提
供
、
ワ
イ
ン
の
味
わ
い

に
影
響
を
与
え
る
微
生
物
解
析
を
行
う
ラ
ボ
を
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
一
般

向
け
の
ワ
イ
ン
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
カ
フ
ェ
を
整
備

す
る
構
想
も
あ
り
、
学
際
的
な
連
携
を
通
じ
て
、
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
経
団
連
と
で
継
続
的
に
連
携
を
図

る
こ
と
で
一
致
し
た
。

（
経
団
連
産
業
技
術
本
部
）

域
振
興
に
向
け
た
重
要
産
業
で
あ
る
ワ
イ
ン
産
業
の

持
続
的
発
展
を
目
指
す
。
前
日
に
は
、
宝
水
ワ
イ
ナ

リ
ー（
岩
見
沢
市
）も
訪
問
し
て
お
り
、
ワ
イ
ン
生
産

者
か
ら
土
地
や
気
候
に
合
っ
た
ブ
ド
ウ
の
品
種
選
定

や
栽
培
方
法
に
つ
い
て
聴
取
し
た
。

北
海
道
大
学
、
北
海
道
庁
、

ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財
団
と
の
意
見
交
換

最
後
に
、
北
海
道
プ
ラ
イ
ム
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
、

北
海
道
大
学
の
増
田
隆
夫
理
事
・
副
学
長
、
北
海
道

庁
の
水
口
伸
生
次
世
代
社
会
戦
略
監
、
ノ
ー
ス
テ
ッ

ク
財
団
の
福
島
知
之
専
務
理
事
に
よ
る
説
明
を
受
け

た
。
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
魅
力
的
で
持
続
的
な
一

次
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、
農
水
林
分
野
に
お
い
て
、

ス
マ
ー
ト
化
・
低
環
境
負
荷
・
人
材
育
成
を
進
め
る
。

そ
の
際
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
発
の
シ
ー
ズ
起
点
の
発

想
で
は
な
く
、
地
域
と
の
連
携
を
通
じ
、
現
場
の
課

題
抽
出
を
入
念
に
行
っ
た
う
え
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化

を
行
う
。

そ
の
後
、
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
を
さ
ら
に
強

化
す
る
た
め
、
既
存
の
強
み
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
振
興
、
次
世
代
人
材
の
育
成
、

知
的
財
産
戦
略
な
ど
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
今
後
も
同
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